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1　はじめに

　ツルムラサキは、ナデシコ目ツルムラサキ科の一年

生草本で、アジアの熱帯地方が原産である。

　宮城県におけるツルムラサキ生産は、県南を中心に

露地栽培での生産が多い。また、県内で主に栽培され

ている品種は「つるむらさき特選種」と「つるむらさ

き太茎」である。しかし、露地栽培に適した品種及び

収量増加を目的とした長期収穫を可能とする定植適期

については明らかになってない。そこで本試験では露

地栽培に適した品種、株間や主枝摘心位置などの栽培

様式、長期収穫を見込める定植適期について明らかに

した。

2　試験方法

　試験年度は 2020 年から 2022 年の 3年間、宮城県農

業・園芸総合研究所内（名取市）の圃場で行った。

　(1) 試験１　品種及び露地栽培とハウス栽培の比較

（2020 年）

　品種は「つるむらさき太茎」と「つるむらさき特選

種」の 2品種を用い、目的である露地栽培と県内にお

ける慣行の栽培方法であるハウス無加温栽培で比較し

た。播種は 4月 16 日、定植は 5月 11 日に行った。収

穫は露地栽培で 7月 1日～ 9月 4日、ハウス無加温栽

培で 6月 30 日～ 10 月 30 日に行った。

　　1）耕種概要

　播種は 128 穴セルトレイに市販園芸用培養土を充填

し、1 粒播種とした。電床マットで 25℃に加温して

発芽を促し育苗を行った。栽植様式は畝間 150cm、株

間 30cm(3,996 株 /10a)、2 条植えで条間は 40cm とし、

シルバーマルチを被覆した。施肥は 10a あたりの窒素

換算で基肥として 15kg、追肥として 3kg 施用した。

　　2）調査項目

　収量（調整重量、本数）、品質（葉数、最大葉長）

を調査した。

　(2) 試験２　栽植密度と主枝摘心位置が収量に及ぼ

す影響（2021 年）

　品種は「つるむらさき特選種」を用いた。試験区の

構成として、栽植密度は慣行区として株間 30cm（3,996

株 /10a）、密植区として株間 20cm（6,028 株 /10a）の

区を用意した。主枝摘心位置については第 5 節、第 7

節、第 10 節で摘心を行う区を用意した。播種は 4 月

19 日、定植は 5 月 26 日に行った。収穫は 7 月 11 日

～ 9月 17 日に行った。

　　1）耕種概要

　施肥は全量基肥施肥とし、窒素換算で 10a あたり

15kg となるように行った。その他は試験 1 と同様で

ある。

　　2）調査項目

　試験 1と同様である。

　(3) 試験 3　定植日が収量に及ぼす影響（2022 年）

　品種は「つるむらさき特選種」を用いた。試験区

の構成として、播種―定植日が 4 月 13 日―5 月 11 日、

4月 20 日―5月 18 日、4月 27 日―5月 25 日となる区

を設けた。収穫は 7月 11 日～ 10 月 3 日に行った。

　　1）耕種概要

　試験 2と同様である。

　　2）調査項目

　収量（調整重量、本数）、収穫期間を調査した。

3　試験結果及び考察

　(1) 試験１　品種及び露地栽培とハウス栽培の比較

（2020 年）

　2 種のツルムラサキ品種「つるむらさき特選種」と

「つるむらさき太茎」について、露地栽培とハウス無

加温栽培において収量や品質を比較した（表 1）。露

地栽培、ハウス無加温栽培ともに同様の傾向が見られ

た。品種間で比較すると「つるむらさき特選種」は茎

1本あたりの調整重量（g/ 本）が 23.3 g と、「つるむ

らさき太茎」の 15.6 g よりも高く、Student の t 検

定により 5% 水準で有意差が見られた。一方、「つるむ

らさき太茎」は株あたり収穫本数（本 / 株）が 40.2

本と、「つるむらさき特選種」の 24.6 本よりも 5% 水

準で有意に高い結果となった。換算収量については品

種間で有意な差は見られなかった。収穫物品質につい

ては、露地栽培では「つるむらさき特選種」の葉数が

10.1 枚と、「つるむらさき太茎」の 8.1 枚よりも 5%

水準で有意に高かった。以上の結果から、「つるむら

さき特選種」は露地栽培においては茎 1本あたりの調

整重量や葉数が優れており、露地栽培に適した品種で

あると考えられた。

　(2) 試験 2　栽植密度と主枝摘心位置が収量に及ぼ

す影響（2021 年）

　「つるむらさき特選種」について栽植密度と主枝摘

心位置が収量や品質に及ぼす影響を調査した（表 2）。

その結果、株あたり収穫本数（本 / 株）、換算収量

（kg/10a）については、主枝摘心位置に関わらず、慣

行の株間 30cm の区が密植した株間 20cm の区よりも高
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く、二元配置分散分析により 5% 水準で有意差が見ら

れた。収穫物品質については、栽植密度と主枝摘心位

置が及ぼす影響は見られなかった。主枝摘心位置が株

あたり調整重量（g/ 本）や換算収量（kg/10a）に与

える影響に差は見られなかったが、第 10 節摘心区は

第 5節摘心区にやや劣る傾向が見られた。以上の結果

から、「つるむらさき特選種」の栽植密度は株間 30cm

（3,996 株 /10a）が適していると考えられた。

　(3) 試験 3　定植日が収量に及ぼす影響（2022 年）

　異なる定植日（5 月 11 日、5 月 18 日、5 月 25 日）

が「つるむらさき特選種」の収量に及ぼす影響を調査

した（表 3）。その結果、5 月 11 日に定植した区は最

も早い 7 月 11 日に収穫開始となり、5 月 18 日定植区

より 4 日、5 月 25 日定植区より 9 日早かった。換算

収量（kg/10a）についても、5 月 11 日定植区が高い

傾向にあった。本県では 4月頃まで降雪や降霜が観測

されており、4 月中の定植は降霜害の影響を受ける可

能性があると考えられる。したがって、ツルムラサキ

の長期収穫を見込める定植適期は、5 月 10 日頃であ

ると考えられた。
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表１　品種及び異なる栽培様式が収量や収穫品質に及ぼす影響（2020 年～ 2021 年）

表 2 　株間・主枝摘心位置が「つるむらさき特選種」の収量・品質に及ぼす影響（2021 年度）

表 3　定植日の違いが収穫期間、収量に及ぼす影響（2022 年）


